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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
内視鏡の挿入部が密接状態で挿通される孔が内側に形成されて外面が先細りのテーパ状に
形成された内側栓体と、
上記内視鏡の挿入部が緩く挿通される孔が内側に形成されると共にその孔に連通し上記内
側栓体の外面に密接するテーパ孔が後端部側に形成されて外面が子宮口に嵌まる形状に形
成された外側栓体と
を有することを特徴とする内視鏡用子宮口栓。
【請求項２】
上記内側栓体には、外面から上記内側の孔に達するスリットが全長にわたって軸線方向に
形成されている請求項１記載の内視鏡用子宮口栓。
【請求項３】
上記内側栓体が、摩擦抵抗の大きな弾力性部材によって形成されている請求項１又は２記
載の内視鏡用子宮口栓。
【請求項４】
上記外側栓体が、上記内側栓体より硬い部材によって形成されている請求項３記載の内視
鏡用子宮口栓。
【請求項５】
上記外側栓体の外面が先細りのテーパ状に形成されている請求項１、２、３又は４記載の
内視鏡用子宮口栓。
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【請求項６】
上記内側栓体に形成された孔の直径が、上記内視鏡の挿入部の外径より細い請求項１、２
、３、４又は５記載の内視鏡用子宮口栓。
【請求項７】
上記内側栓体に形成された孔の直径が、上記内視鏡の挿入部の外径寸法とほぼ同じであり
、上記内側栓体が上記外側栓体によって外側から圧迫されることによって上記内側栓体の
孔の内壁面が上記内視鏡の挿入部の外周面に密接する請求項１、２、３、４又は５記載の
内視鏡用子宮口栓。
【発明の詳細な説明】
【０００１】
【発明の属する技術分野】
この発明は、子宮内を内視鏡観察する際に内視鏡の挿入部を子宮口に保持するための内視
鏡用子宮口栓に関する。
【０００２】
【従来の技術】
子宮内を内視鏡観察する際には、子宮口から内視鏡を挿入し、観察距離を確保するために
、透明な灌流液を内視鏡のチャンネルを介して子宮内に送り込んだ状態で観察する手法が
取られることが多い。
【０００３】
【発明が解決しようとする課題】
しかし、子宮口が緩くなっている患者の場合には、そこに挿入された内視鏡の挿入部の外
面と子宮口との間に大きな隙間ができて灌流液が流出してしまうため、圧力をかけて大量
の灌流液を流す必要があり、内視鏡検査が大がかりなものになってしまう。
【０００４】
そこで本発明は、子宮内に送られている灌流液の流出を防止して子宮内の内視鏡検査をよ
り簡単に行うことができるようにする内視鏡用子宮口栓を提供することを目的とする。
【０００５】
【課題を解決するための手段】
上記の目的を達成するため、本発明の内視鏡用子宮口栓は、内視鏡の挿入部が密接状態で
挿通される孔が内側に形成されて外面が先細りのテーパ状に形成された内側栓体と、上記
内視鏡の挿入部が緩く挿通される孔が内側に形成されると共にその孔に連通し上記内側栓
体の外面に密接するテーパ孔が後端部側に形成されて外面が子宮口に嵌まる形状に形成さ
れた外側栓体とを有することを特徴とする。
【０００６】
なお、上記内側栓体には、外面から上記内側の孔に達するスリットが全長にわたって軸線
方向に形成されていてもよく、上記内側栓体が、摩擦抵抗の大きな弾力性部材によって形
成されていてもよい。
【０００７】
そして、上記外側栓体が、上記内側栓体より硬い部材によって形成されていてもよく、上
記外側栓体の外面が先細りのテーパ状に形成されていてもよい。
また、上記内側栓体に形成された孔の直径が、上記内視鏡の挿入部の外径より細くてもよ
い。
【０００８】
或いは、上記内側栓体に形成された孔の直径が、上記内視鏡の挿入部の外径寸法とほぼ同
じであり、上記内側栓体が上記外側栓体によって外側から圧迫されることによって上記内
側栓体の孔の内壁面が上記内視鏡の挿入部の外周面に密接するようにしてもよい。
【０００９】
【発明の実施の形態】
図面を参照して本発明の実施の形態を説明する。
図２において、１０は内視鏡であり、可撓管によって外装された挿入部１１が患者の子宮
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口１０１から挿入され、対物光学系等が内蔵された挿入部先端１１ａが子宮１００内に達
している。
【００１０】
そして、観察距離を確保するために灌流パック２０から供給される透明な灌流液が、内視
鏡内に挿通配置されたチャンネル（図示せず）を通って子宮１００内に送り込まれる。
【００１１】
子宮口１０１には、灌流液が挿入部１１の周囲の隙間を通って外部へ漏れ出すのを防止す
るための栓体３０，４０が差し込まれていて、その栓体３０，４０の中を挿入部１１が通
過している。
【００１２】
栓体３０，４０は、内側栓体３０と外側栓体４０の二重構造になっており、内側栓体３０
は例えば軟性のゴム又はエラストマー等のような摩擦抵抗の大きな弾力性部材によって形
成されている。
【００１３】
外側栓体４０は、例えばプラスチック材等のように内側栓体３０より硬い部材によって形
成されており、その外側栓体４０内に嵌め込まれることによって、内側栓体３０が弾力的
に変形する。
【００１４】
図３は内側栓体３０を示しており、内視鏡１０の挿入部１１が密接状態で挿通される孔３
１が軸線位置に形成されている。この実施の形態においては、孔３１の直径Ｄ１が、挿入
部１１の外径ｄより小さく形成されている（即ち、Ｄ１＜ｄ）。
【００１５】
また、内側栓体３０の外面は先細りのテーパ状に形成されていて、外面から孔３１に達す
るスリット３２が、全長にわたって軸線方向に真っ直ぐに形成されている。
【００１６】
図４は外側栓体４０を示しており、内視鏡１０の挿入部１１の外径ｄより太くて挿入部１
１が緩く挿通される内径Ｄ２の孔４１が軸線位置に形成されている（Ｄ２＞ｄ）。
【００１７】
また、その孔４１に連通して内側栓体３０の外面に密接するテーパ孔４２が外側栓体４０
後端部の軸線位置に形成されており、そのテーパ孔４２の深さＡ２は、内側栓体３０の全
長Ａ１とほぼ等しく形成されている（即ち、Ａ１≒Ａ２）。外側栓体４０の外面は、例え
ば先細りのテーパ状のように子宮口１０１に嵌め込み易い形状に形成されている。
【００１８】
このように構成された栓体３０，４０を使用する際には、まず図５に示されるように、内
視鏡１０の挿入部１１を内側栓体３０の孔３１に通す。すると、挿入部１１の外径ｄより
内側栓体３０の孔３１の直径Ｄ１の方が小さいので、内側栓体３０は挿入部１１によって
押し広げられた状態になり、スリット３２には若干の隙間ｅができる。
【００１９】
次いで、図１に示されるように、外側栓体４０を挿入部１１に前方から被嵌して、内側栓
体３０が外側栓体４０のテーパ孔４２内に嵌め込まれる状態にすると、内側栓体３０が外
側栓体４０によって挿入部１１との間で押しつぶされてシール効果を発揮する。
【００２０】
その結果、図２に示されるような使用状態においては、子宮１００内に充填されている灌
流液の流出が栓体３０，４０によって防止され、子宮１００内の内視鏡検査を簡単に行う
ことができる。
【００２１】
内視鏡１０の挿入部１１は、栓体３０，４０にしっかりと保持される。保持位置をずらす
必要があるときは、外側栓体４０を挿入部１１の先端側に引き出し、内側栓体３０のスリ
ット３２を開いて挿入部１１の位置をずらし、それから再度外側栓体４０を被嵌すればよ
い。
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【００２２】
図６は、本発明の第２の実施の形態の内視鏡用子宮口栓が内視鏡１０の挿入部１１に取り
付けられる際の状態を示している。この実施の形態においては、内側栓体３０の軸線位置
に形成された孔３１の直径Ｄ１を、挿入部１１の外径寸法ｄとほぼ同じにしてある（即ち
、Ｄ１≒ｄ）。
【００２３】
したがって、内視鏡１０の挿入部１１に対する内側栓体３０の軸線方向移動が容易であり
、装着及び保持位置変更を容易に行うことができる。内側栓体３０の軸線方向長さＢ１は
、外側栓体４０のテーパ孔４２の深さＢ２より短く形成してあり、内側栓体３０をテーパ
孔４２の奥まで押し込んで弾性変形させて挿入部１１の外周面に押圧固定する。
【００２４】
【発明の効果】
本発明によれば、栓体を従来の内視鏡の挿入部に取り付けるだけで、子宮内に送られてい
る灌流液の流出を防止して子宮内の内視鏡検査をより簡単に行うことができ、さらに、そ
の保持位置を患者の子宮の深さなどに対応して容易に変えることができる。
【図面の簡単な説明】
【図１】本発明の第１の実施の形態の内視鏡用子宮口栓が内視鏡の挿入部に取り付けられ
た状態を示す側面断面図である。
【図２】本発明の第１の実施の形態の内視鏡用子宮口栓の使用状態の全体構成を示す側面
略示図である。
【図３】本発明の第１の実施の形態の内側栓体の斜視図である。
【図４】本発明の第１の実施の形態の外側栓体の斜視図である。
【図５】本発明の第１の実施の形態の内視鏡用子宮口栓を内視鏡の挿入部に取り付ける際
の状態を示す側面断面図である。
【図６】本発明の第２の実施の形態の内視鏡用子宮口栓を内視鏡の挿入部に取り付ける際
の状態を示す側面断面図である。
【図７】本発明の第２の実施の形態の内視鏡用子宮口栓の使用状態の全体構成を示す側面
断面図である。
【符号の説明】
１０　内視鏡
１１　挿入部
３０　内側栓体
３１　孔
３２　スリット
４０　外側栓体
４１　孔
４２　テーパ孔
１００　子宮
１０１　子宮口



(5) JP 4131004 B2 2008.8.13

【図１】 【図２】

【図３】

【図４】

【図５】



(6) JP 4131004 B2 2008.8.13

【図６】 【図７】



(7) JP 4131004 B2 2008.8.13

10

フロントページの続き

(56)参考文献  特開昭５４－１１０６８３（ＪＰ，Ａ）
              特開平０３－０１８３４５（ＪＰ，Ａ）
              特開平０９－０３８１０５（ＪＰ，Ａ）
              特表平０８－５０７７１０（ＪＰ，Ａ）
              特開平０７－２５５６６５（ＪＰ，Ａ）
              特開平０８－３２２８４６（ＪＰ，Ａ）

(58)調査した分野(Int.Cl.，ＤＢ名)
              A61B  17/42
              A61B   1/00


	biblio-graphic-data
	claims
	description
	drawings
	overflow

